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イベント「焼き芋ほおばりたい」　焼き芋作りを通して野外調理を楽しみます。小学３年生以下は保護者同伴。　日 11 月３日（祝）、９時 45 分～ 13 時　
定先着 30 人　費小学生以上 500 円、未就学児 300 円　場・申・問前日までに、電話で十勝エコロジーパーク（音更町十勝川温泉南 18、☎ 32・6780）へ。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の
煙

や
熱
を
感
知
し
て
、
火
災
が
発
生
し
た

こ
と
を
警
報
音
で
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。

帯
広
市
で
は
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

市
内
の
設
置
住
宅
で
の
死
者
は
ゼ
ロ

　

市
内
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
義
務
化
し
た
平
成
20
年
か
ら
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
住
宅

で
の
火
災
で
、
死
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

負
傷
者
数
も
、
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

で
の
火
災
に
比
べ
て
お
よ
そ
３
分
の
１

で
、
そ
の
効
果
は
歴
然
で
す
。

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、
☎
26
・

９
１
２
４
）

点
検
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器

問
い
合
わ
せ

あ
な
た
の
お
宅
も
今
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク

被
害
を
最
小
限
に
で
き
る

　

万
が
一
火
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
早
い

発
見
」「
早
い
避
難
」「
早
い
消
火
」
に
と

て
も
有
効
で
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。
寝
室
（
２
階
以
上

に
寝
室
が
あ
る
家
は
階
段
も
）
へ
の
設

置
は
必
須
で
す
。
設
置
し
て
い
な
い
住

宅
は
す
ぐ
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

半
年
に
１
度
は
点
検
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
多
く
は
電
池

式
で
す
。
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿

命
や
電
池
切
れ
で
、
煙
や
熱
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
常
に

作
動
す
る
か
、
半
年
に
１
度
は
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
（
図
）。
ま
た
、
10
年

を
目
安
に
機
器
を
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

従
業
員
の
住
民
税

特
別
徴
収
が
義
務

特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
者
へ
の
お
知
ら
せ

市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
０
）

　
事
業
者
は
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
な
い
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

で
、
納
め
忘
れ
が
な
い
。

・
年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
納
め
る
の

で
、
納
付
が
４
回
の
普
通
徴
収
（
本

人
納
付
）
と
比
べ
て
１
回
当
た
り
の

納
付
額
が
少
な
い
。

・
納
付
は
事
業
者
が
行
う
た
め
、
納
入

の
手
間
が
な
い
。

事
業
者
が
特
別
徴
収
を

始
め
る
に
は

　

市
で
は
、
十
勝
総
合
振
興
局
、
十
勝

管
内
の
町
村
と
共
同
で
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
者

に
、
平
成
30
年
度
６
月
分
か
ら
、
特
別

徴
収
を
始
め
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

指
定
予
告
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

市
は
、
昨
年
度
は
22
の
事
業
者
を
、

今
年
度
は
26
の
事
業
者
を
特
別
徴
収
義

務
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収

を
始
め
て
も
ら
う
事
業
者
に
は
、
11
月

に
「
特
別
徴
収
義
務
者
指
定
予
告
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
以
降
は
、
常
時

雇
用
者
が
３
人
以
上
の
事
業
者
を
特
別

徴
収
義
務
者
に
指
定
し
ま
す
。

特
別
徴
収
を
始
め
る
手
続
き

　

翌
年
度
か
ら
特
別
徴
収
を
始
め
る
場

合
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
提
出
す
る
、

年
末
調
整
を
行
っ
た
「
給
与
支
払
報
告

書
（
総
括
表
）」
の
、
特
別
徴
収
を
新
た

に
実
施
す
る
旨
の
欄
に
○
印
を
付
け
、

市
へ
提
出
し
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
か
ら
特
別
徴
収
を
始
め

る
場
合
は
、「
特
別
徴
収
へ
の
変
更
依

頼
書
」
を
市
へ
提
出
し
ま
す
。
様
式
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

給
与
か
ら
天
引
き
す
る

特
別
徴
収

　

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者
で
あ

る
事
業
者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）
が
、

帯
広
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
市
民
税
・

道
民
税
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」

に
基
づ
き
、
毎
月
の
給
与
を
支
払
う
と

き
に
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
の
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
て
、

従
業
員
に
代
わ
っ
て
納
入
す
る
制
度
で

す
。

特
別
徴
収
は
事
業
者
の
義
務

　

事
業
者
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と

同
じ
よ
う
に
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
給
与
か
ら
税
額
を
引
き
き
れ

な
い
場
合
や
、
給
与
の
支
払
い
が
不
定

期
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
事
業
者
は
全

て
の
従
業
員
に
対
し
て
特
別
徴
収
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
特
徴

◆
事
業
者
側

・
個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は
市
が
行

う
た
め
、
事
業
者
は
所
得
税
の
よ
う

に
税
額
を
計
算
す
る
必
要
が
な
い
。

◆
従
業
員
側

・
月
々
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の

住宅用火災警報器

図　住宅用火災警報器の点検方法

特別徴収の仕組み

従業員（納税義務者）

事業者（特別徴収義務者）

帯　広　市

給与から個人
住民税を徴収

   （６月～翌年５月
　 までの毎月）

個人住民税
の納入

（翌月 10 日まで）

税額計算と特別
徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

給与支払報告書
の提出

（１月 31 日まで）

12

3

5

4
特別徴収税額の

通知

正常をお知らせするメッセージまたは警報
音が鳴ります。（メーカーにより異なります）

「電池切れ」か「本体の故障」の可能性があ
ります。取扱説明書をご覧ください。

住宅用火災警報器の設置義務化から

年が経過します

正常な場合は？

音が鳴らない場合は？

ボタンを押す、または
ひもを引いて作動を確
認しましょう
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ピピ、
ピーピー

ピー

・・・

ピーピー
ピー

火事です

しーん

給与 給与




